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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電池パックが載置される棚を備える筐体と、
　前記蓄電池パックが着脱自在に、かつ、電気的に接続される、前記棚の奥に設けられた
接続部と、
　外部電源に接続され、前記外部電源から電力を受電する受電部と、
　前記受電部が受電した電力を用いて、前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記
接続部を介して充電する充電部と、
　前記棚上に設けられ、前記蓄電池パックの側面に表示される前記蓄電池パックの状態を
示す情報を、反射させ棚の前方に向けて映し出す表示部とを備える、
　蓄電池収納装置。
【請求項２】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　前記取得部が取得した情報に基づき、前記充電部を用いて前記蓄電池パックの充電制御
を行う制御部とを備える、
　請求項１に記載の蓄電池収納装置。
【請求項３】
　さらに、
　前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部を介して放電する放電部と、
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　前記放電部によって放電された前記蓄電池パックの電力を外部の電気機器に供給する給
電部とを備える、
　請求項１に記載の蓄電池収納装置。
【請求項４】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　前記取得部が取得した情報に基づき、前記放電部を用いて前記蓄電池パックの放電制御
を行う制御部とを備える、
　請求項３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項５】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの異常を外部に報知する報知部
とを備える、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項６】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの使用停止を促す情報を外部に
報知する報知部とを備える、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項７】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの寿命を示す情報を外部に報知
する報知部とを備える、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項８】
　さらに、
　前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、
　外部のサーバ装置と通信する通信部と、
　前記取得部が取得した情報を、前記通信部を用いて前記サーバ装置に送信する制御部と
を備える、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項９】
　前記蓄電池パックの情報を前記蓄電池パックから取得する取得部を備え、前記取得部は
、前記棚の奥に設けられる、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１０】
　前記蓄電池パックの情報を取得する取得部を備え、
　前記取得部は、前記蓄電池パックに設けられた通信端子に接続される端子である、
　請求項１、３または９に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１１】
　前記蓄電池パックの情報を取得する取得部を備え、
　前記取得部は、蓄電池パックに設けられた第一無線通信部と近距離無線通信する第二無
線通信部である、
　請求項１、３または９に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１２】
　前記第二無線通信部は、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
）の規格にしたがって前記第一無線通信部と近距離無線通信する、
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　請求項１１に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１３】
　さらに、
　複数の蓄電池パックを並列に接続する、複数の第一接続部と、
　前記筐体内に設けられ、複数の蓄電池パックを直列に接続する複数の第二接続部と、
　少なくとも前記複数の第二接続部に接続された蓄電池パックを、前記放電部を用いて放
電させることにより前記給電部に接続された前記外部の電気機器への電力供給を行う制御
部とを備える、
　請求項３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１４】
　前記複数の第二接続部は、前記筐体内において、前記複数の第一接続部よりも蓄電池パ
ックが着脱されにくい位置に配置される、
　請求項１３記載の蓄電池収納装置。
【請求項１５】
　さらに、前記外部電源から前記給電部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給す
るか、前記放電部による、前記接続部に接続された前記蓄電池パックの放電によって前記
給電部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給するかを切り替える切替部を備える
、
　請求項３に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１６】
　さらに、前記外部電源からの電力供給が停止すると、前記切替部を用いて、前記蓄電池
パックから前記給電部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給する制御部を備える
、
　請求項１５に記載の蓄電池収納装置。
【請求項１７】
　さらに、
　前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部に固定する固定部と、
　前記接続部に接続された前記蓄電池パックの蓄電量が少ないと、前記固定部によって前
記蓄電池パックを前記接続部に固定し、前記蓄電池パックの蓄電量が多いと、前記固定部
による前記蓄電池パックの前記接続部への固定を解除する制御部とを備える、
　請求項１または３に記載の蓄電池収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、蓄電池パックの充電または放電を行う蓄電池収納装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、蓄電池パックを収納し、外部から供給される電力を用いて蓄電池パッ
クを充電する蓄電装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１２８１１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来の蓄電装置は、着脱を容易にするための検討が十分でない。
【０００５】
　そこで、本開示は、蓄電池パックの着脱が、従来よりも容易な蓄電池収納装置を提供す
る。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一態様に係る蓄電池収納装置は、蓄電池パックが載置される棚を備える筐体と
、前記蓄電池パックが着脱自在に、かつ、電気的に接続される、前記棚の奥に設けられた
接続部と、外部電源に接続され、前記外部電源から電力を受電する受電部と、前記受電部
が受電した電力を用いて、前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部を介し
て充電する充電部とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示によれば、蓄電池パックの着脱が、従来よりも容易な蓄電池収納装置が実現され
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施の形態１に係る蓄電池パックを正面側から見た外観図である。
【図２】図２は、実施の形態１に係る蓄電池パックを底面側から見た外観図である。
【図３】図３は、実施の形態１に係る蓄電池収納装置の外観図（模式図）である。
【図４】図４は、実施の形態１に係る蓄電池収納装置の一部拡大図（接続部付近の拡大図
）である。
【図５】図５は、ロックピンの動作を説明するための図である。
【図６】図６は、第二表示部による光の導光を説明するための図（上面図）である。
【図７Ａ】図７Ａは、第二表示部の発光態様を示す第１の模式図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、第二表示部の発光態様を示す第２の模式図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、第二表示部の発光態様を示す第３の模式図である。
【図８】図８は、実施の形態１に係る蓄電池収納装置の機能構成を示すブロック図である
。
【図９】図９は、制御部の切替制御のフローチャートである。
【図１０】図１０は、実施の形態２に係る蓄電池収納装置の外観図（模式図）である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本開示の第１態様に係る蓄電池収納装置は、蓄電池パックが載置される棚を備える筐体
と、前記蓄電池パックが着脱自在に、かつ、電気的に接続される、前記棚の奥に設けられ
た接続部と、外部電源に接続され、前記外部電源から電力を受電する受電部と、前記受電
部が受電した電力を用いて、前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部を介
して充電する充電部とを備える。
【００１０】
　これにより、ユーザは、蓄電池パックを棚に沿って押し込むだけで蓄電池収納装置と蓄
電池パックとを簡単に接続することができる。また、蓄電池収納装置と蓄電池パックとが
接続された状態において、ユーザは、蓄電池パックを棚に沿って引っ張るだけで蓄電池収
納装置と蓄電池パックとを簡単に取り外すことができる。従って、蓄電池パックの着脱が
、従来よりも容易になる。
【００１１】
　本開示の第２態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様の蓄電池収納装置において、さら
に、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、前記
取得部が取得した情報に基づき、前記充電部を用いて前記蓄電池パックの充電制御を行う
制御部とを備えてもよい。
【００１２】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの状態に応じた充電制御を行うことがで
きる。
【００１３】
　本開示の第３態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様の蓄電池収納装置において、さら
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に、前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部を介して放電する放電部と、
前記放電部によって放電された前記蓄電池パックの電力を外部の電気機器に供給する給電
部とを備えてもよい。
【００１４】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの電力を用いて外部の電気機器に電力供
給をすることができる。
【００１５】
　本開示の第４態様に係る蓄電池収納装置は、第３態様の蓄電池収納装置において、さら
に、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する取得部と、前記
取得部が取得した情報に基づき、前記放電部を用いて前記蓄電池パックの放電制御を行う
制御部とを備えてもよい。
【００１６】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの状態に応じた放電制御を行うことがで
きる。
【００１７】
　本開示の第５態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装置
において、さらに、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する
取得部と、前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの異常を外部に報知す
る報知部とを備えてもよい。
【００１８】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの異常を外部に報知することができる。
【００１９】
　本開示の第６態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装置
において、さらに、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する
取得部と、前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの使用停止を促す情報
を外部に報知する報知部とを備えてもよい。
【００２０】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの使用停止を促す情報を外部に報知する
ことができる。
【００２１】
　本開示の第７態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装置
において、さらに、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する
取得部と、前記取得部が取得した情報に基づき、前記蓄電池パックの寿命を示す情報を外
部に報知する報知部とを備えてもよい。
【００２２】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの寿命を示す情報を外部に報知すること
ができる。
【００２３】
　本開示の第８態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装置
において、さらに、前記蓄電池パックの状態を示す情報を前記蓄電池パックから取得する
取得部と、外部のサーバ装置と通信する通信部と、前記取得部が取得した情報を、前記通
信部を用いて前記サーバ装置に送信する制御部とを備えてもよい。
【００２４】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの状態を示す情報を外部のサーバ装置に
送信することができる。
【００２５】
　本開示の第９態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装置
において、前記蓄電池パックの情報を前記蓄電池パックから取得する取得部を備え、前記
取得部は、前記棚の奥に設けられてもよい。
【００２６】



(6) JP 6516101 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

　これにより、取得部を接続部と一体形成することができる。
【００２７】
　本開示の第１０態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様、第３態様または第９態様の蓄
電池収納装置において、前記蓄電池パックの情報を取得する取得部を備え、前記取得部は
、前記蓄電池パックに設けられた通信端子に接続される端子であってもよい。
【００２８】
　これにより、蓄電池収納装置は、端子を通じた有線通信により蓄電池パックから蓄電池
パックの情報を取得することができる。
【００２９】
　本開示の第１１態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様、第３態様または第９態様の蓄
電池収納装置において、前記蓄電池パックの情報を取得する取得部を備え、前記取得部は
、蓄電池パックに設けられた第一無線通信部と近距離無線通信する第二無線通信部であっ
てもよい。
【００３０】
　これにより、蓄電池収納装置は、近距離無線通信により蓄電池パックから蓄電池パック
の情報を取得することができる。
【００３１】
　本開示の第１２態様に係る蓄電池収納装置は、第１１態様の蓄電池収納装置において、
前記第二無線通信部は、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）
の規格にしたがって前記第一無線通信部と近距離無線通信してもよい。
【００３２】
　これにより、蓄電池収納装置は、ＮＦＣの規格にしたがって蓄電池パックから蓄電池パ
ックの情報を取得することができる。
【００３３】
　本開示の第１３態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装
置において、さらに、前記蓄電池パックの状態を示す情報を表示する表示部を備えてもよ
い。
【００３４】
　これにより、蓄電池収納装置は、蓄電池パックの状態を表示することができる。
【００３５】
　本開示の第１４態様に係る蓄電池収納装置は、第１３態様の蓄電池収納装置において、
前記表示部は、前記棚上に設けられ、前記蓄電池パックの側面に表示される前記蓄電池パ
ックの状態を示す情報を、反射させ棚の前方に向けて映し出してもよい。
【００３６】
　このような構成の表示部は、蓄電池パックに表示される情報を利用して、容易に蓄電池
パックの状態を表示することができる。
【００３７】
　本開示の第１５態様に係る蓄電池収納装置は、第３態様の蓄電池収納装置において、さ
らに、複数の蓄電池パックを並列に接続する、複数の第一接続部と、前記筐体内に設けら
れ、複数の蓄電池パックを直列に接続する複数の第二接続部と、少なくとも前記複数の第
二接続部に接続された蓄電池パックを、前記放電部を用いて放電させることにより前記給
電部に接続された前記外部の電気機器への電力供給を行う制御部とを備えてもよい。
【００３８】
　これにより、蓄電池収納装置は、直列接続された蓄電池パックを用いて効率的に交流電
力を供給することができる。
【００３９】
　本開示の第１６態様に係る蓄電池収納装置は、第１５態様の蓄電池収納装置において、
前記複数の第二接続部は、前記筐体内において、前記複数の第一接続部よりも蓄電池パッ
クが着脱されにくい位置に配置されてもよい。
【００４０】
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　これにより、第二接続部に接続された蓄電池パックが誤って取り外されることを抑制す
ることができる。
【００４１】
　本開示の第１７態様に係る蓄電池収納装置は、第３態様の蓄電池収納装置において、さ
らに、前記外部電源から前記給電部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給するか
、前記放電部による、前記接続部に接続された前記蓄電池パックの放電によって前記給電
部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給するかを切り替える切替部を備えてもよ
い。
【００４２】
　これにより、蓄電池収納装置は、電力の供給元を切り替えることができる。
【００４３】
　本開示の第１８態様に係る蓄電池収納装置は、第１７態様の蓄電池収納装置において、
さらに、前記外部電源からの電力供給が停止すると、前記切替部を用いて、前記蓄電池パ
ックから前記給電部に接続された前記外部の電気機器に電力を供給する制御部を備えても
よい。
【００４４】
　これにより、蓄電池収納装置は、停電時にも電力供給を継続することができる。
【００４５】
　本開示の第１９態様に係る蓄電池収納装置は、第１態様または第３態様の蓄電池収納装
置において、さらに、前記接続部に接続された前記蓄電池パックを前記接続部に固定する
固定部と、前記接続部に接続された前記蓄電池パックの蓄電量が少ないと、前記固定部に
よって前記蓄電池パックを前記接続部に固定し、前記蓄電池パックの蓄電量が多いと、前
記固定部による前記蓄電池パックの前記接続部への固定を解除する制御部とを備えてもよ
い。
【００４６】
　これにより、蓄電池パックが、充電中に誤って接続部から取り外されてしまうことを抑
制することができる。
【００４７】
　以下、実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明する実施
の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものである。以下の実施の形態で示さ
れる数値、形状、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、処理のステップ、ステッ
プの順序などは、一例である。したがって、これらの各形態により、本開示が限定される
ものではない。また、以下の実施の形態における構成要素のうち、本開示の最上位概念を
示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明され
る。
【００４８】
　また、各図は、模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。なお、各図に
おいて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略ま
たは簡略化される場合がある。
【００４９】
　（実施の形態１）
　［蓄電池パックの構成］
　実施の形態１の蓄電池収納装置について説明する。まず、蓄電池パックの構成について
説明する。図１は、実施の形態１に係る蓄電池パックを正面側から見た外観図である。図
２は、実施の形態１に係る蓄電池パックを底面側から見た外観図である。
【００５０】
　図１及び図２に示されるように、蓄電池パック１０は、本体部１１と、取付部１２と、
保持部１３と、第一表示部１４と、充電量表示ボタン１５とを備える。
【００５１】
　蓄電池パック１０は、電気機器に着脱自在に接続され、当該電気機器の直流電源として
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使用される。蓄電池パック１０が接続される電気機器は、例えば、電動自転車（電動車両
の一例）であるが、特に限定されるものではない。また、蓄電池パック１０は、機能（用
途）が異なる複数種類の機器に接続可能なように規格化されていてもよい。
【００５２】
　本体部１１は、１以上の蓄電池パック１０と、当該１以上の蓄電池パック１０を充電及
び放電するための制御部を収容する筐体である。また、本体部１１には、通信端子（後述
する端子部１２ａに含まれる端子）を通じて上記蓄電池パック１０の情報を出力するため
の通信部も収容されていてもよい。
【００５３】
　蓄電池パック１０の情報には、例えば、蓄電池パック１０の状態を示す情報が含まれる
。蓄電池パックの状態を示す情報としては、例えば、充電量、電圧、温度、充放電サイク
ル数、温度異常、電流異常、電圧異常、衝撃異常等の異常履歴情報等が挙げられる。また
、蓄電池パック１０の情報には、蓄電池パック１０の識別情報が含まれてもよく、上記通
信端子を通じて上記蓄電池パック１０の識別情報が出力されてもよい。
【００５４】
　なお、実施の形態１では、本体部１１は、略直方体状であるが、本体部１１の形状は特
に限定されるものではない。なお、上記制御部及び上記通信部は、専用の回路によって実
現されてもよいし、プロセッサまたはマイクロコンピュータなどによって実現されてもよ
い。
【００５５】
　取付部１２は、蓄電池パック１０を電源として動作する電気機器に取り付けられる、本
体部１１の底面に設けられた接続用のインターフェースである。つまり、取付部１２は、
上記電気機器に取り付け可能な構造（形状及び大きさ）である。取付部１２は、具体的に
は、端子部１２ａと、無線通信部１２ｂと、開口１２ｃとを備える。
【００５６】
　端子部１２ａは、複数の端子からなる端子部である。これらの複数の端子は、蓄電池パ
ック１０と、蓄電池パック１０を電源として動作する電気機器とを電気的に接続するため
に用いられる金属製の端子である。実施の形態１では、端子部１２ａには、蓄電池パック
１０を充電するための正極端子及び負極端子、蓄電池パック１０を放電するための正極端
子及び負極端子が含まれる。また、通信端子が含まれていてもよい。
【００５７】
　無線通信部１２ｂは、第一無線通信部の一例であって、取付部１２に内蔵された近距離
無線通信用の通信部であり、具体的には、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎ）タグであるが、特に限定されない。なお、無線通信部１２ｂは、本体部
１１に設けられてもよい。
【００５８】
　また、開口１２ｃは、後述する蓄電池収納装置のロックピンが挿入される開口であり、
取付部１２の側面に設けられる。蓄電池パック１０の充電中には、開口１２ｃにロックピ
ンが挿入される。これにより、充電中の蓄電池パック１０が蓄電池収納装置から取り外せ
なくなる。
【００５９】
　保持部１３は、蓄電池パック１０を持ち運ぶためにユーザが把持する持ち手である。保
持部１３は、本体部１１の上面に設けられる。
【００６０】
　第一表示部１４は、発光表示部の一例であって、蓄電池パック１０の蓄電池の充電量（
以下、充電残量または蓄電量などとも記載する）を表示する。第一表示部１４は、実施の
形態１では、３つのＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）からなる。ユ
ーザが充電量表示ボタン１５を押下した場合、または、蓄電池収納装置による蓄電池パッ
ク１０の充電中に、充電量に応じた個数のＬＥＤが点灯する。第一表示部１４は、本体部
１１の正面（側面）に設けられる。なお、第一表示部１４は、ＬＥＤの点滅または、スプ
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リット表示（中央部分に位置するＬＥＤのみ発光または非発光とする表示方法）により、
蓄電池パック１０の異常が発生したこと、または蓄電池パック１０の劣化を示す情報を表
示することも可能である。ここで、蓄電池パック１０の劣化を示す情報には、蓄電池パッ
ク１０が劣化したことを示す情報、蓄電池パック１０の劣化度を示す情報等が例示される
。蓄電池パック１０の劣化度を示す情報には、例えば、ＳＯＨ（state of health）、内
部抵抗、劣化度を示す文字、数字、記号または劣化度を示すインジケータ等が使用される
。なお、ＳＯＨは、例えば、現時点の満充電容量／初期の満充電容量で示される。
【００６１】
　充電量表示ボタン１５は、第一表示部１４を点灯させるためにユーザが押下するハード
ウェアボタンである。充電量表示ボタン１５は、本体部１１の正面（第一表示部１４が設
けられた側面と同一の側面）に設けられる。
【００６２】
　［蓄電池収納装置の構造］
　次に、実施の形態１に係る蓄電池収納装置の構造について説明する。図３は、実施の形
態１に係る蓄電池収納装置の外観図（模式図）である。図４は、実施の形態１に係る蓄電
池収納装置の一部拡大図（接続部付近の拡大図）である。
【００６３】
　図３に示されるように、蓄電池収納装置２０は、棚２４及び棚２７を含む複数の棚を備
える筐体２１と、受電プラグ２２と、コンセント２３と、第二表示部２５と、接続部７０
と、カバー２８とを備える。なお、筐体２１は少なくとも一つ棚を備えればよい。また、
コンセント２３、第二表示部２５、カバー２８は、必須の構成要素ではない。
【００６４】
　蓄電池収納装置２０は、複数の蓄電池パック１０を収容し、これら複数の蓄電池パック
１０を充電する機能を備える。つまり、蓄電池収納装置２０は、蓄電池パック１０の充電
装置として機能する。また、蓄電池収納装置２０は、コンセント２３を通じて他の電気機
器（例えば、冷蔵庫３０及び照明装置６０）に交流電力を供給することも可能である。
【００６５】
　蓄電池収納装置２０は、例えば、蓄電池パック１０のレンタル事業に用いられる。この
とき、蓄電池収納装置２０は、例えば、コンビニエンスストア、屋外などに設置され、レ
ンタルの対象となる複数の蓄電池パック１０を充電し、かつ、筐体２１内に収容する。
【００６６】
　また、蓄電池収納装置２０は、後述するように外部電源が停電したとき、外部電源に代
えて外部の電気機器に電力を供給するバックアップ電源としての機能を持ってもよい。
【００６７】
　筐体２１は、棚２４及び棚２７を含む、それぞれに蓄電池パック１０が載置される複数
の棚を備える略直方体状の筐体である。筐体２１は、言い換えれば、蓄電池パック１０を
収容するロッカーである。筐体２１の正面の一部は、開放されており、開放された部分を
通じて、蓄電池パック１０の筐体２１への収容及び蓄電池パック１０の筐体２１からの取
り出しが可能である。棚２４及び棚２７の蓄電池パック１０が載置される面は、水平また
は鉛直下向きを除く下り勾配である。つまり、棚２４及び棚２７は、蓄電池パック１０が
載置可能でれば、いずれの形態であっても構わない。
【００６８】
　棚２４及び棚２７は、複数の蓄電池パック１０が載置される棚であって、筐体２１の内
部の空間を仕切る。棚２４に載置された複数の蓄電池パック１０は、上述のレンタル事業
においてレンタルの対象となるとき、蓄電池パック１０の筐体２１からの取り出しが容易
である。
【００６９】
　これに対し、棚２７に載置された複数の蓄電池パック１０は、棚２７の手前側（筐体２
１の正面側）がカバー２８によって塞がれているため、棚２４に載置された複数の蓄電池
パック１０よりも取り出しにくい。これは、棚２７に載置された複数の蓄電池パック１０
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は、非常用の電源として使用され、レンタルの対象とはならないからである。
【００７０】
　接続部７０は、蓄電池パック１０が着脱自在に、かつ、電気的及び機械的に接続される
、棚２４（または棚２７）の奥に複数設けられた接続用のインターフェースである。図４
に示されるように、接続部７０は、接続部本体７１と、複数の端子７２と、ロックピン７
３と、無線通信部７４とを備える。なお、図４では、接続部７０は、棚２４上に配置され
ているが、接続部７０は、棚の奥に設けられればよく、例えば、棚２４の奥に位置する筐
体２１の内壁（側壁）に配置されてもよい。
【００７１】
　接続部本体７１は、略直方体状の部材であり、接続部本体７１には、取付部１２が挿入
される凹部７６が設けられる。凹部７６は、棚２４の手前側から奥側に向かって凹んでい
る。
【００７２】
　これにより、ユーザは、蓄電池パック１０の底面側（取付部１２）を棚２４の奥側に向
けた状態で、当該蓄電池パック１０を手前側から奥側に押し込むことにより、簡単に取付
部１２を凹部７６にはめ込むことができる。また、取付部１２が凹部７６にはめ込まれた
状態において、ユーザは、蓄電池パック１０を棚に沿って引っ張るだけで取付部１２を凹
部７６から簡単に取り外すことができる。なお、取付部１２が凹部７６にはめ込まれた状
態においては、蓄電池パック１０の一の側面と棚２４（または棚２７）とは当接（面接触
）し、蓄電池パック１０の正面（第一表示部１４が設けられた、上記一の側面と垂直な側
面）は、側方を向いて第二表示部２５と対向する。
【００７３】
　また、接続部７０が棚２４の奥に設けられることにより、凹部７６内にごみ等の異物が
溜まりにくい効果が得られる。つまり、接続部７０が棚２４の奥に設けられることにより
、端子７２と端子部１２ａとの間の接触不良等の発生を抑制することができる。特に、実
施の形態１のように、凹部７６が、棚２４の手前側から奥側に向かって凹んでいる場合、
凹部７６が鉛直方向上側から下側に向かって凹んでいる場合よりもごみ等の異物が溜まり
にくい効果が顕著である。
【００７４】
　複数の端子７２は、接続部本体７１の凹部を構成する底面に設けられた金属製の端子で
ある。複数の端子７２は、蓄電池パック１０に設けられた端子部１２ａに電気的及び機械
的に接続される。複数の端子７２には、具体的には、蓄電池パック１０を充電するための
正極端子及び負極端子、蓄電池パック１０を放電するための正極端子及び負極端子、並び
に通信端子などが含まれる。このうち、通信端子が、取得部の一例である。なお、図面に
おいて図示される複数の端子７２の数は、一例であり、複数の端子７２の数については特
に限定されるものではない。
【００７５】
　複数の端子７２は、蓄電池パック１０の端子部１２ａに対応しており、蓄電池パック１
０の取付部１２が接続部７０に取り付けられた状態において、端子部１２ａと当接する。
これにより、複数の端子７２は、端子部１２ａと電気的に接続されると、少なくとも蓄電
池収納装置２０による蓄電池パック１０の充電が可能となる。また、端子７２は、電池パ
ック１０からの放電を可能とする端子を備えてもよい。また、端子７２は、蓄電池パック
１０との通信を可能とする通信端子を備えていてもよい。
【００７６】
　ロックピン７３は、固定部の一例であって、凹部７６を形成する側面（側壁）から出没
する円柱状の部材である。図５は、ロックピン７３の動作を説明するための図である。
【００７７】
　例えば、接続部７０に接続された蓄電池パック１０の蓄電量が少ないと、蓄電池パック
１０はロックピン７３によって接続部７０に固定される。具体的には、ロックピン７３は
、凹部７６を構成する側面から突出し（図５の（ａ））、蓄電池パック１０の開口１２ｃ
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に挿入される。また、接続部７０に接続された蓄電池パック１０が多いと、ロックピン７
３による蓄電池パック１０の接続部７０への固定は解除される。具体的には、ロックピン
７３は、接続部本体７１内に収容される（図５の（ｂ））。
【００７８】
　なお、蓄電池パック１０の蓄電量が多いか少ないかは、所定の閾値を用いて判断されて
もよい。具体的には、蓄電池パック１０の蓄電量が所定の閾値未満であるとき、ロックピ
ン７３によって蓄電池パック１０は固定され、蓄電量が所定の閾値以上であるとき、ロッ
クピン７３による蓄電池パック１０の固定は解除される。ここで、上記所定の閾値は、例
えば、蓄電池パック１０をレンタル可能な蓄電量として定義される。例えば、所定の閾値
は、満充電量に相当する値であってもよいし、満充電量の９０％に相当する値であっても
よい。
【００７９】
　以上説明したように、ロックピン７３によれば、蓄電池パック１０が充電中に誤って接
続部７０から取り外されてしまうことを抑制することができる。なお、ロックピン７３は
、蓄電池パック１０の放電中に蓄電池パック１０を接続部７０に固定してもよい。また、
ロックピン７３のこのような制御は、後述する制御部により行われる。なお、ロックピン
７３は、蓄電池収納装置２０に必須の構成要素ではない。
【００８０】
　無線通信部７４は、取得部及び第二無線通信部の一例であって、蓄電池パック１０の取
付部１２が接続部７０に取り付けられた状態において、蓄電池パック１０の無線通信部１
２ｂと対向する位置に設けられ、無線通信部１２ｂと通信を行う。無線通信部７４は、具
体的には、ＮＦＣリーダーであり、蓄電池パック１０の識別情報を取得する。識別情報と
しては、蓄電パック１０のＩＤ番号、製造年月日、製造場所等の情報が例示される。また
、蓄電池パック１０の状態を示す情報を蓄電池パック１０が備える無線通信部１２ｂから
取得してもよい。なお、無線通信部７４は、蓄電池収納装置２０に必須の構成要素ではな
い。
【００８１】
　なお、実施の形態１のように、無線通信部７４は、接続部７０の一部として棚２４の奥
に設けられるが、無線通信部１２ｂと近距離無線通信を行うことができるのであれば、ど
のように配置されてもよい。なお、蓄電池パック１０の状態を示す情報には、蓄電池パッ
ク１０の充電量、蓄電池パック１０の異常を示す情報、及び、蓄電池パック１０の寿命を
示す情報などが含まれる。ここで、蓄電池パック１０の寿命を示す情報は、蓄電池パック
１０の残寿命を示す情報、蓄電池パック１０が寿命を迎えたことを示す情報等が例示され
る。なお、これらの情報は、蓄電池パック１０内の制御部によって生成される。
【００８２】
　また、蓄電池パック１０の状態を示す情報は、蓄電池パック１０を充電中または放電中
の電流値または電圧値であって、蓄電池パック１０の充電中または放電中に動的に取得さ
れてもよい。この場合、蓄電池パック１０が異常であるかどうかの判断は、蓄電池収納装
置２０側で行われる。蓄電池パック１０が異常であるかどうかの判断は、具体的には、例
えば、後述の制御部で行われる。
【００８３】
　受電プラグ２２は、受電部の一例であって、外部電源に接続され、外部電源から電力を
受電する。外部電源としては、例えば、電力系統、太陽電池、燃料電池等が例示される。
なお、図３に示されるように、蓄電池収納装置２０では、受電プラグ２２は、筐体２１の
側面に設けられる。
【００８４】
　コンセント２３は、給電部の一例であって、後述する放電制御回路によって放電された
蓄電池パック１０の電力を外部の電気機器に供給するために、外部の電気機器が接続され
る。図３の例では、コンセント２３は、筐体２１のうち受電プラグ２２が設けられた側面
と反対側の側面に設けられ、コンセント２３には、冷蔵庫３０の電源プラグ３１、または
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、照明装置６０の電源プラグ６１などが接続される。
【００８５】
　なお、蓄電池収納装置２０には、ＵＳＢコネクタ（ＵＳＢポート）など、コンセント２
３以外の給電部が設けられてもよい。また、蓄電池収納装置２０には、給電部として非接
触給電を行う無線給電モジュールが設けられてもよい。無線給電モジュールは、具体的に
は、給電用コイルなどを含む。
【００８６】
　第二表示部２５は、表示部の一例であって、棚２４上に設けられ、蓄電池パック１０の
側面に表示される蓄電池パック１９の状態を示す情報を、反射させ棚２４の前方に向けて
映し出す。本例では、第二表示部２５は、具体的には、蓄電池パック１０の第一表示部１
４が発する光を棚２４の手前側（筐体２１の正面側）に導光することにより、蓄電池パッ
ク１０の状態を棚２４の手前側に表示する。図６は、第二表示部２５による光の導光を説
明するための図（上面図）である。
【００８７】
　第二表示部２５は、棚２４に載置された蓄電池パック１０が備える第一表示部１４に対
向する位置に設けられた、導光機能を備える板状部材である。板状部材は、具体的には、
導光板である。第二表示部２５は、１つの棚２４に複数設けられる。第二表示部２５は、
具体的には、アクリル樹脂により形成されるが、透光性を備える他の樹脂材料など、どの
ような材料で形成されてもよい。
【００８８】
　図６に示されるように、第一表示部１４が発した光は、第二表示部２５の一端（棚２４
の奥側）に設けられた反射面２５ａにおいて反射し、第二表示部２５の他端（棚２４の手
前側）に設けられた出射面２５ｂから出射される。
【００８９】
　上述のように、第二表示部２５においては、充電量に応じた個数のＬＥＤが点灯する。
したがって、出射面２５ｂにおいても充電量に応じて発光領域が増える。図７Ａ～図７Ｃ
は、第二表示部２５の発光態様を示す模式図である。
【００９０】
　図７Ａの状態において、充電量の低下した蓄電池パック１０が接続部７０に接続される
と、図７Ｂに示されるように、ロックピン７３が蓄電池パック１０の開口１２ｃに挿入さ
れ、充電が開始される。このとき出射面２５ｂには、充電量に応じて発光領域が形成され
る。図７Ｂの例では、発光領域は２箇所形成される。
【００９１】
　蓄電池パック１０の充電量が所定の閾値以上になると、図７Ｃに示されるように、ロッ
クピン７３による蓄電池パック１０の固定が解除され、充電は終了する。ここで、所定の
閾値以上の状態は、例えば、満充電の状態である。このとき、出射面２５ｂには、満充電
を示す発光領域が形成される。図７Ｃの例では、発光領域は３箇所形成される。
【００９２】
　以上のように、第二表示部２５は、蓄電池パック１０の第一表示部１４を利用して簡単
に充電量を表示することができる。
【００９３】
　なお、上述のように、蓄電池パック１０の第一表示部１４は、ＬＥＤの点滅等により、
蓄電池パック１０の異常、及び蓄電池パック１０の劣化度を表示することも可能である。
したがって、第二表示部２５も、蓄電池パック１０に異常が発生したこと、及び、蓄電池
パック１０の劣化度を表示することができる。
【００９４】
　なお、実施の形態１では、第二表示部２５は、棚２４上に載置された蓄電池パック１０
の仕切り（セパレータ）としても機能する。つまり、筐体２１内において、蓄電池パック
１０は、棚２４上に設けられた複数の第二表示部２５の間に載置される。なお、第二表示
部２５は、蓄電池パック１０を押し込む際のガイドとして用いられてもよい。
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【００９５】
　なお、第二表示部２５は、蓄電池パック１０の第一表示部１４が発光しない形態であっ
ても、第一表示部１４に表示された蓄電池パック１０の状態を示す情報を表示可能である
。これは、蓄電池収納装置２０の棚２４の前方が開放されているとき、外光により第一表
示部１４の表示内容が第二表示部２５に映し出されるからである。
【００９６】
　［蓄電池収納装置の機能構成］
　次に、蓄電池収納装置２０の機能構成について説明する。図８は、蓄電池収納装置２０
の機能構成を示すブロック図である。なお、図８で図示される複数の蓄電池パック１０、
１０ａ～１０ｋは、全て上述した蓄電池パック１０と同一の仕様のものである。図８中の
複数の接続部７０、７０ａ～７０ｋのそれぞれと制御部１２６とを接続する破線は、端子
７２を介した通信または無線通信部７４を介した通信を示す線である。
【００９７】
　図８に示されるように、蓄電池収納装置２０は、複数の蓄電池パックを並列に接続する
接続部７０、７０ａ～７０ｅと、複数の蓄電池パックを直列に接続する接続部７０ｆ～７
０ｋとの２種類の接続部を備えてもよい。また、蓄電池収納装置２０は、放電制御回路１
２３及び切り替え回路１２８を備えてもよい。
【００９８】
　まず、蓄電池収納装置２０が備える複数の接続部について説明する。蓄電池収納装置２
０は、各々に蓄電池パックが接続される複数の接続部７０、７０ａ～７０ｋを備える。な
お、接続部７０ａ～７０ｋは、上述した接続部７０と同一の仕様であるものとする。
【００９９】
　図８において、接続部７０、７０ａ～７０ｅは、複数の第一接続部の一例であって、上
述した棚２４上に設けられる。つまり、接続部７０、７０ａ～７０ｅには、レンタルの対
象となる蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅが着脱自在に接続される。これに対し、接続
部７０ｆ～７０ｋは、複数の第二接続部の一例であって、上述した棚２７上に設けられ、
カバー２８で覆われている。つまり、接続部７０ｆ～７０ｋは、筐体２１内において、接
続部７０、７０ａ～７０ｅよりも蓄電池パックが着脱されにくい（着脱しづらい）場所に
配置されている。なぜなら、接続部７０、７０ｆ～７０ｋは、停電時などの非常用の電源
として使用され、レンタルの対象とならない蓄電池パック１０ｆ～１０ｋが接続されるか
らである。
【０１００】
　なお、これらの蓄電池パック１０ｆ～１０ｋは原則として蓄電池収納装置２０から取り
外されない。したがって、接続部７０ｆ～７０ｋは、蓄電池パック１０ｆ～１０ｋの着脱
性を向上する必要がないため、必ずしも棚２７の奥に設けられる必要はない。
【０１０１】
　このように、接続部７０ｆ～７０ｋに接続された蓄電池パック１０ｆ～１０ｋは、実質
的に着脱不能である。ここで、実質的に着脱不能とは、ユーザが容易に蓄電池パック１０
ｆ～１０ｋを着脱できない（着脱しにくい）ことを意味し、着脱が全くできないという意
味ではない。
【０１０２】
　ところで、図８に示されるように、接続部７０、７０ａ～７０ｅの接続部間の電気的な
接続態様と、接続部７０ｆ～７０ｋの接続部間の電気的な接続態様とは異なる。
【０１０３】
　接続部７０、７０ａ～７０ｅは、これらの接続部７０、７０ａ～７０ｅに接続される複
数の蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅを並列に接続する第一の電路を構成する。上述の
ように、蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅは、レンタルの対象となるものであり、放電
される頻度よりも充電される頻度が高く、充電に重きが置かれているからである。
【０１０４】
　これに対し、接続部７０ｆ～７０ｈは、これらの接続部７０ｆ～７０ｈに接続される複
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数の蓄電池パック１０ｆ～１０ｈを直列に接続し、接続部７０ｉ～７０ｋは、当該接続部
に接続される複数の蓄電池パック１０ｉ～１０ｋを直列に接続する第二の電路を構成する
。上述のように、蓄電池パック１０ｆ～１０ｈ（蓄電池パック１０ｉ～１０ｋ）は、非常
用の電源として使用されることが前提であり、出力電圧を上昇させて交流電力への変換効
率を高めるために直列接続される。
【０１０５】
　このように、蓄電池収納装置２０では、同一仕様の複数の接続部を用いて、上記２つの
用途（レンタル用途及び非常用電源用途）に対応している。これにより、部品コストの低
減が実現される。また、非常用電源の設計を別途行う必要がないため、設計コストを低減
（設計を簡素化）することができる。
【０１０６】
　次に、蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｋの充電及び放電に用いられる構成要素につい
て説明する。蓄電池収納装置２０は、ＡＣ／ＤＣコンバータ１２１及び１３２と、充電制
御回路１２２及び１３１と、放電制御回路１２３及び１３０と、ＤＣ／ＡＣインバータ１
２４及び１２９と、ＰＣＳ（Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）１
２５と、制御部１２６と、手動切替スイッチ１２７と、切り替え回路１２８とを備える。
【０１０７】
　ＡＣ／ＤＣコンバータ１２１は、受電プラグ２２を通じて得られる交流電力を直流電力
に変換し、当該直流電力を充電制御回路１２２に出力する。同様に、ＡＣ／ＤＣコンバー
タ１３２は、受電プラグ２２を通じて得られる交流電力を直流電力に変換し、当該直流電
力を充電制御回路１３１に出力する。
【０１０８】
　充電制御回路１２２は、充電部の一例であって、受電プラグ２２が受電した電力を用い
て接続部７０、７０ａ～７０ｅに接続された蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅを充電す
る。具体的には、充電制御回路１２２は、ＡＣ／ＤＣコンバータ１２１から出力された直
流電力を用いて接続部７０、７０ａ～７０ｅに接続された蓄電池パック１０、１０ａ～１
０ｅを接続部７０、７０ａ～７０ｅを介して充電する。同様に、充電制御回路１３１は、
充電部の一例であって、ＡＣ／ＤＣコンバータ１３２から出力された直流電力を用いて接
続部７０ｆ～７０ｋに接続された蓄電池パック１０ｆ～１０ｋを接続部７０ｆ～７０ｋを
介して充電する。
【０１０９】
　放電制御回路１２３は、放電部の一例であって、接続部７０、７０ａ～７０ｅに接続さ
れた蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅを接続部７０、７０ａ～７０ｅを介して放電させ
、放電により得られる直流電力をＤＣ／ＡＣインバータ１２４に出力する。同様に、放電
制御回路１３０は、放電部の一例であって、接続部７０ｆ～７０ｋに接続された蓄電池パ
ック１０ｆ～１０ｋを接続部７０ｆ～７０ｋを介して放電させ、放電により得られる直流
電力をＤＣ／ＡＣインバータ１２９に出力する。
【０１１０】
　ＤＣ／ＡＣインバータ１２４は、放電制御回路１２３から出力される直流電力を交流電
力に変換し、当該交流電力をＰＣＳ１２５に出力する。ＰＣＳ１２５は、ＤＣ／ＡＣイン
バータ１２４から出力された交流電力を、系統電力と同様の交流電力にさらに変換して切
り替え回路１２８に出力する。同様に、ＤＣ／ＡＣインバータ１２９は、放電制御回路１
３０から出力される直流電力を交流電力に変換し、当該交流電力を切り替え回路１２８に
出力する。
【０１１１】
　切り替え回路１２８は、切替部の一例であって、コンセント２３へ出力する交流電力の
供給元（供給源）を切り替える。具体的には、切り替え回路１２８は、外部電源から受電
プラグ２２に供給される交流電力をコンセント２３に接続された外部の電気機器に供給す
るか、放電制御回路１３０による、接続部７０ｆ～７０ｋに接続された蓄電池パック１０
ｆ～１０ｋの放電によってコンセント２３に接続された外部の電気機器に電力を供給する
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かを切り替える。切り替え回路１２８は、具体的には、ＦＥＴまたはリレー素子により構
成される。なお、実施の形態１では、切り替え回路１２８は、制御部１２６によって制御
されるが、ユーザが手動で切り替えを行うことが可能なハードウェアスイッチであっても
よい。
【０１１２】
　なお、切り替え回路１２８は、放電制御回路１２３による、接続部７０、７０ａ～７０
ｅに接続された蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅの放電によって、コンセント２３に接
続された外部の電気機器に電力を供給することも可能である。しかしながら、蓄電池パッ
ク１０、１０ａ～１０ｅに対しては、通常、充電が行われるため、このような切り替えが
不要である場合が想定される。そこで、ＰＣＳ１２５と切り替え回路１２８との間には、
手動切替スイッチ１２７が設けられてもよい。
【０１１３】
　手動切替スイッチ１２７は、放電制御回路１２３（ＰＣＳ１２５）と切り替え回路１２
８との間の電気的な接続をオンまたはオフするハードウェアスイッチである。上記のよう
に放電制御回路１２３の放電に基づくコンセント２３への電力供給が不要である場合には
、ユーザは、手動切替スイッチ１２７により、放電制御回路１２３と切り替え回路１２８
との電気的な接続をオフ（切断）することができる。
【０１１４】
　制御部１２６は、上述のＡＣ／ＤＣコンバータ１２１及び１３２と、充電制御回路１２
２及び１３１と、放電制御回路１２３及び１３０と、ＤＣ／ＡＣインバータ１２４及び１
２９と、ＰＣＳ１２５と、切り替え回路１２８の制御を行う。制御部１２６は、制御機能
を有するものであればよく、演算処理部（図示せず）と、制御プログラムを記憶する記憶
部（図示せず）とを備える。演算処理部としては、ＭＰＵ、ＣＰＵが例示される。記憶部
としては、ハードディスクまたは半導体メモリが例示される。制御部１２６は、集中制御
を行う単独の制御部で構成されていてもよく、互いに協働して分散制御を行う複数の制御
部で構成されていてもよい。
【０１１５】
　［制御部の制御］
　制御部１２６は、蓄電池パック１０の充電制御及び放電制御を行ってもよい。また、制
御部１２６は、切り替え回路１２８を用いた切替制御を行ってもよい。以下、制御部１２
６の制御について説明する。まず、充電制御について説明する。
【０１１６】
　制御部１２６は、接続部７０の無線通信部７４または端子７２を通じて取得した情報に
基づき、充電制御回路１２２（または充電制御回路１３１）を用いて蓄電池パック１０の
充電制御を行う。
【０１１７】
　例えば、制御部１２６は、端子７２を通じて得られる蓄電池パック１０の電圧値及び電
流値が所定の範囲外であり、蓄電池パック１０が劣化していると判断される場合には、充
電時の電流値を低くする制御を行う。なお、蓄電池パック１０が劣化していると判断され
る場合とは、例えば、電圧値及び電流値に基づいて蓄電池パック１０の内部抵抗が所定値
以上になったと判断される場合である。このような充電制御により、蓄電池パック１０の
劣化を抑制することができる。
【０１１８】
　また、例えば、制御部１２６は、蓄電池パック１０が劣化していると判断される場合に
は、充電期間の終期において充電時の電圧値を高くする制御を行う。このような充電制御
によっても、蓄電池パック１０の劣化を抑制することができる。
【０１１９】
　また、例えば、制御部１２６は、蓄電池パック１０の充電中に無線通信部７４が蓄電池
パック１０が異常であることを示す情報を取得した場合、蓄電池パック１０の充電を停止
する制御を行う。このような充電制御により、蓄電池パック１０の破損等が発生すること
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を抑制することができる。
【０１２０】
　次に、制御部１２６の放電制御について説明する。制御部１２６は、接続部７０の無線
通信部７４または端子７２を通じて取得した情報に基づき、放電制御回路１２３（または
放電制御回路１３０）を用いて蓄電池パック１０の放電制御を行う。
【０１２１】
　例えば、制御部１２６は、端子７２を通じて得られる蓄電池パック１０の電圧値及び電
流値が所定の範囲外であり、蓄電池パック１０が劣化していると判断される場合には、放
電時の電流値を低くして放電時間を長くする制御を行う。このような放電制御により、蓄
電池パック１０の劣化を抑制することができる。
【０１２２】
　また、例えば、制御部１２６は、蓄電池パック１０が劣化していると判断される場合に
は、放電期間の終期において放電時の電圧値を低くする制御を行う。このような放電制御
によっても、蓄電池パック１０の劣化を抑制することができる。
【０１２３】
　また、例えば、制御部１２６は、蓄電池パック１０の放電中に無線通信部７４が蓄電池
パック１０が異常であることを示す情報を取得した場合、蓄電池パック１０の放電を停止
する制御を行う。このような放電制御により、蓄電池パック１０の破損等が発生すること
を抑制することができる。
【０１２４】
　次に、制御部１２６の切替制御について説明する。図８に示されるように制御部１２６
は、停電検知部１３３を備える。停電検知部１３３は、受電プラグ２２に外部電源（電力
系統）から電力が供給されているか否かを検知する。つまり、停電検知部は、停電を検知
する。制御部１２６は、例えば、停電検知部１３３の検知結果に基づいて、切り替え回路
１２８の制御を行う。図９は、制御部１２６の切替制御のフローチャートである。
【０１２５】
　まず、停電検知部１３３は、外部電源からの電力供給が停止しているか否かを検知する
（Ｓ１１）。外部電源からの電力供給が停止していない場合（Ｓ１１でＮｏ）、制御部１
２６は、切り替え回路１２８を用いて、外部電源から受電プラグ２２を通じて得られる電
力を、そのままコンセント２３に接続された外部の電気機器に供給する（Ｓ１２）。
【０１２６】
　外部電源からの電力供給が停止した場合（Ｓ１１でＹｅｓ）、制御部１２６は、切り替
え回路１２８を用いて、蓄電池パック１０ｆ～１０ｋからコンセント２３に接続された外
部の電気機器に電力を供給する（Ｓ１３）。なお、このとき、制御部１２６は、切り替え
回路１２８を用いて、蓄電池パック１０、１０ａ～１０ｅからコンセント２３に接続され
た外部の電気機器に電力を供給することも可能である。
【０１２７】
　このような切り替え制御により、蓄電池収納装置２０は、停電時にも継続してコンセン
ト２３を通じた電力供給を行うことができる。
【０１２８】
　［まとめ］
　上述のように、蓄電池収納装置２０は、蓄電池パック１０が載置される棚２４と、蓄電
池パック１０が着脱自在に、かつ、電気的に接続される、棚２４の奥に設けられた接続部
７０とを備える。これにより、ユーザは、蓄電池パック１０を棚に沿って押し込むだけで
蓄電池収納装置２０と蓄電池パック１０とを簡単に電気的及び機械的に接続することがで
きる。また、蓄電池収納装置２０と蓄電池パック１０とが接続された状態において、ユー
ザは、蓄電池パック１０を棚に沿って引っ張るだけで蓄電池収納装置２０と蓄電池パック
１０とを簡単に取り外すことができる。
【０１２９】
　また、接続部７０が棚２４の奥に設けられることにより、接続部７０にごみ等の異物が
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溜まりにくい効果が得られる。したがって、蓄電池収納装置２０（端子７２）と蓄電池パ
ック１０（端子部１２ａ）との間の接触不良等の発生を抑制することができる。
【０１３０】
　（実施の形態２）
　以下、実施の形態２に係る蓄電池収納装置について説明する。図１０は、実施の形態２
に係る蓄電池収納装置の外観図（模式図）である。なお、以下の実施の形態２では、実施
の形態１との相違点を中心に説明し、実施の形態１と実質的に同一の内容についての説明
は省略される場合がある。また、実施の形態２に係る蓄電池収納装置の機能構成は、図８
で説明した構成とほぼ同様である。
【０１３１】
　図１０に示されるように、蓄電池収納装置２０ａは、蓄電池収納装置２０と異なり、通
信部２６と、画像表示部２９とを備える。なお、蓄電池収納装置２０ａでは、カバー２８
も設けられていない。
【０１３２】
　まず、通信部２６について説明する。通信部２６は、通信部の一例であり、外部のサー
バ装置５０と通信する。通信部２６は、具体的には、サーバ通信部４０を介してサーバ装
置５０と通信を行う通信回路（通信モジュール）などである。
【０１３３】
　サーバ装置５０は、蓄電池パック１０の識別情報、蓄電池パック１０の状態を示す情報
、貸し出し履歴、及び、蓄電池パック１０について、レンタルサービスの契約をしたユー
ザの情報などを管理する管理サーバである。
【０１３４】
　例えば、蓄電池収納装置２０ａの制御部１２６は、無線通信部７４または端子７２を通
じて取得した蓄電池パック１０の情報を、通信部２６を用いてサーバ装置５０に送信する
。これにより、サーバ装置５０は、蓄電池パック１０の情報を管理することができる。な
お、蓄電池パックの情報は、例えば、蓄電池パック１０の識別情報、及び蓄電池パック１
０の状態を示す情報の少なくとも一方である。
【０１３５】
　また、通信部２６は、充電指示（または放電指示）等の情報をサーバ装置５０から受信
してもよい。これにより、蓄電池収納装置２０ａの制御部１２６は、サーバ装置５０の指
示にしたがって、充電制御または放電制御を行うことができる。
【０１３６】
　また、通信部２６は、報知部として機能してもよい。例えば、無線通信部７４または端
子７２を通じて取得した情報に基づき、制御部１２６により通信部２６を介して蓄電池パ
ック１０の異常（異常を示す情報）をサーバ装置５０に報知してもよい。このとき、無線
通信部７４または端子７２を通じて取得した情報に、蓄電池パック１０の異常を示す情報
が含まれていてもよい。または、無線通信部７４または端子７２を通じて取得した情報に
基づき制御部１２６またはサーバ装置５０が蓄電池パック１０の異常の有無を判定しても
よい。
【０１３７】
　例えば、蓄電池パック１０の異常を示す情報を受信したサーバ装置５０は、スマートフ
ォンまたは店舗に設けられたＰＣなどの情報端末に、蓄電池パック１０の異常を示す情報
を送信する。これにより、情報端末を介した蓄電池パック１０の異常の報知が実現される
。なお、通信部２６は、蓄電池パック１０の使用停止を促す情報を直接情報端末に送信し
てもよい。
【０１３８】
　同様に、通信部２６は、例えば、無線通信部７４または端子７２を通じて取得した情報
に基づき、蓄電池パック１０の使用停止を促す情報を外部（サーバ装置５０など）に報知
してもよい。このとき、無線通信部７４または端子７２を通じて取得した情報に、蓄電池
パックの１０の使用停止を促す情報が含まれていてもよい。または、無線通信部７４また
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は端子７２を通じて取得した情報（例えば、蓄電池パック１０の異常を示す情報）に基づ
き制御部１２６またはサーバ装置５０が蓄電池パック１０の使用停止を促すか否かを判定
してもよい。
【０１３９】
　また、通信部２６は、例えば、接続部７０の無線通信部７４または端子７２を通じて取
得した情報に基づき、蓄電池パック１０の寿命を示す情報を外部装置に報知してもよい。
外部装置は、例えば、サーバ装置５０、情報端末である。このとき、無線通信部７４また
は端子７２を通じて取得した情報に、蓄電池パック１０の寿命を示す情報が含まれていて
もよい。または、無線通信部７４または端子７２を通じて取得した情報（例えば、充放電
サイクル数）に基づき制御部１２６またはサーバ装置５０が蓄電池パック１０の寿命を判
定してもよい。
【０１４０】
　次に、画像表示部２９について説明する。画像表示部２９は、表示部（または報知部）
の一例であって、蓄電池パック１０の状態を表示する。画像表示部２９は、例えば、液晶
パネルまたは有機ＥＬパネルなどにより構成され、動画及び静止画を表示する表示装置で
ある。なお、画像表示部２９は、タッチパネルを備え、ユーザが蓄電池収納装置２０ａに
指示を与えるための入力インターフェースとして機能してもよい。
【０１４１】
　画像表示部２９には、蓄電池パック１０の情報が画像表示される。蓄電池パックの情報
は、例えば、蓄電池パック１０の識別情報、及び蓄電池パック１０の状態を示す情報の少
なくとも一方である。蓄電池パック１０の状態を示す情報としては、例えば、蓄電池パッ
ク１０の充電量、蓄電池パック１０の異常を示す情報、及び、蓄電池パック１０の寿命を
示す情報などが挙げられる。これらの情報は、例えば、接続部７０の無線通信部７４また
は端子７２を通じて蓄電池パック１０から取得されるが、端子７２を通じて得られる蓄電
池パック１０の電圧値及び電流値に基づいて、制御部１２６によって生成されてもよい。
【０１４２】
　また、使用者の操作により情報端末が通信部２６から上記蓄電池パック１０の情報を取
得し、情報端末の表示画面にこれを表示してもよい。例えば、情報端末の表示画面に複数
の蓄電池パック１０の一覧が、それぞれの識別情報とともに表示され、使用者が選択した
蓄電池パック１０についてその具体的な識別情報、状態を示す情報等が表示されてもよい
。また、使用者の操作により、情報端末が通信部２６から上記蓄電池パック１０の情報を
取得し、情報端末の表示画面に、複数の蓄電池パック１０の識別情報と、各蓄電池パック
の状態を示す情報とが対応付けされて一覧表示されてもよい。
【０１４３】
　（その他の実施の形態）
　以上のように、本出願において開示する技術の例示として、実施の形態１及び２を説明
した。しかしながら、本開示における技術は、これに限定されず、適宜、変更、置き換え
、付加、省略などを行った実施の形態にも適用可能である。また、上記実施の形態１及び
２で説明した各構成要素を組み合わせて、新たな実施の形態とすることも可能である。
【０１４４】
　例えば、上記実施の形態では、無線通信部７４は、ＮＦＣの規格にしたがって無線通信
部１２ｂと通信したが、通信規格は、ＮＦＣに限定されない。無線通信部１２ｂと無線通
信部７４との通信は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、またはＺｉｇｂｅｅ（登録商標
）などの近距離無線通信規格を用いて行われてもよい。つまり、無線通信部７４と無線通
信部１２ｂとの無線通信は、近距離無線通信であればいずれの形態であってもよい。
【０１４５】
　また、上記実施の形態では、第二表示部２５、通信部２６及び画像表示部２９などが報
知部の一例として説明されたが、報知部は、外部に情報を報知できるのであればどのよう
な態様であってもよい。例えば、報知部は、スピーカ等を含む出音装置であってもよく、
この場合、音により外部（例えば、蓄電池収納装置の設置場所周辺）への情報の報知が行
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われる。
【０１４６】
　また、図８に示す例では、蓄電池収納装置は、複数の蓄電池パックを直列に接続する接
続部（接続部７０ｆ～７０ｋ）を備えているが、これを備えなくてもよい。蓄電池収納装
置は、複数の蓄電池パックを並列に接続する接続部（接続部７０、７０ａ～７０ｅ）に接
続された蓄電池パックから外部の電気機器に電力を供給する形態であってもよい。
【０１４７】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素（例えば、制御部など）は、専用のハー
ドウェアで構成されるか、各構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することに
よって実現されてもよい。各構成要素は、ＣＰＵまたはプロセッサなどのプログラム実行
部が、ハードディスクまたは半導体メモリなどの記録媒体に記録されたソフトウェアプロ
グラムを読み出して実行することによって実現されてもよい。
【０１４８】
　また、本開示は、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラムまたはコンピュ
ータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体として実現されてもよく、システム、方
法、集積回路、コンピュータプログラム、及び記録媒体の任意な組み合わせで実現されて
もよい。例えば、本開示は、上記実施の形態に係るサーバ装置と、上記実施の形態に係る
蓄電池収納装置とを備える蓄電池管理システムとして実現されてもよい。また、本開示は
、上記実施の形態に係る制御部が実行するプログラムとして実現されてもよい。
【０１４９】
　また、上記各実施の形態において、特定の処理部が実行する処理を別の処理部が実行し
てもよい。また、複数の処理の順序が変更されてもよいし、複数の処理が並行して実行さ
れてもよい。
【０１５０】
　以上、一つまたは複数の態様に係る蓄電池収納装置について、実施の形態に基づいて説
明したが、本開示は、この実施の形態に限定されるものではない。本開示の趣旨を逸脱し
ない限り、当業者が思いつく各種変形を本実施の形態に施した形態、及び、異なる実施の
形態における構成要素を組み合わせて構築される形態も、一つまたは複数の態様の範囲内
に含まれてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本開示は、蓄電池パックの着脱が容易な蓄電池収納装置として、例えば、蓄電池パック
のレンタル事業等に用いることができる。
【符号の説明】
【０１５２】
　１０、１０ａ～１０ｋ　蓄電池パック
　１１　本体部
　１２　取付部
　１２ａ　端子部
　１２ｂ、７４　無線通信部
　１２ｃ　開口
　１３　保持部
　１４　第一表示部
　１５　充電量表示ボタン
　２０、２０ａ　蓄電池収納装置
　２１　筐体
　２２　受電プラグ
　２３　コンセント
　２４　棚
　２５　第二表示部
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　２５ａ　反射面
　２５ｂ　出射面
　２６　通信部
　２７　棚
　２８　カバー
　２９　画像表示部
　３０　冷蔵庫
　３１、６１　電源プラグ
　４０　サーバ通信部
　５０　サーバ装置
　６０　照明装置
　７０、７０ａ～７０ｋ　接続部
　７１　接続部本体
　７２　端子
　７３　ロックピン
　７６　凹部
　１２１、１３２　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　１２２、１３１　充電制御回路
　１２３、１３０　放電制御回路
　１２４、１２９　ＤＣ／ＡＣインバータ
　１２５　ＰＣＳ
　１２６　制御部
　１２７　手動切替スイッチ
　１２８　切り替え回路
　１３３　停電検知部
【図１】

【図２】

【図３】
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】

【図８】
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